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を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
最
大
な

る
こ
と
は
、
議
案
ご
と
、
議
員

ご
と
の
採
決
（
賛
成
「
○
」、

反
対
「
×
」、
欠
席
「
欠
」）
の

一
覧
表
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
反
対
討
論
、
賛
成

討
論
を
議
員
の
顔
写
真
を
添
え

て
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
し

た
。
住
民
の
知
る
権
利
を
、
議

員
と
し
て
報
告
す
る
義
務
を
見

事
に
遂
行
し
て
い
る
こ
と
が
感

知
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
写
真
が
活
き
て
い
ま

し
た
。
文
字
と
同
じ
よ
う
に
訴

え
た
い
こ
と
が
、
読
者
に
伝
わ

る
よ
う
な
写
真
を
撮
り
た
い
と

念
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

編
集
姿
勢
が
「
て
い
ね
い
」

で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る

箇
所
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
「
表
紙
の
こ

と
ば
」
で
す
。
仲
良
く
散
歩
す

る
姉
弟
に
声
を
か
け
た
時
の
２

人
の
様
子
が
詳
し
く
観
察
し
て

い
ま
す
。幼
い
弟
の
前
に
立
ち
、

必
死
で
守
ろ
う
と
す
る
姉
の
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

一
般
質
問
の
顔
写
真
も
臨
場

感
が
読
者
に
伝
わ
る
よ
う
な
顔

の
表
情
で
、
動
き
も
あ
り
、
自

然
に
読
者
に
飛
び
込
ん
で
く
る

よ
う
で
し
た
。

日　

時　

11
月
26
日
（
月
）
〜

11
月
28
日
（
水
）

研
修
先　

福
井
県
美
浜
町　

他

　

去
る
11
月
26
日
〜
28
日
に
三

常
任
委
員
会
（
全
議
員
）
の
合

同
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
井
県
美
浜
町
で
は
、
議
会

改
革
の
取
り
組
み
を
学
び
、
協

議
し
、
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
福

知
山
駐
屯
地
の
視
察
や
、
榛
東

村
と
同
時
に
売
電
に
入
っ
た
Ｓ

Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
な
ど
、

京
都
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
施
設
な
ど

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

日　

時　

10
月
10
日
（
水
）

研
修
先　

長
野
県
飯
田
市

　

環
境
整
備
特
別
委
員
会
は
、

２
０
０
９
年
に
環
境
モ
デ
ル
都

市
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
長
野

県
飯
田
市
へ
視
察
研
修
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

飯
田
市
は
、
１
９
９
６
年
策

定
の
「
21’
い
い
だ
環
境
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
地

球
環
境
保
全
活
動
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
部
電
力
株
式
会
社

と
の
共
同
事
業
で
、
平
成
23
年

１
月
28
日
よ
り
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
い
い
だ
」
の
運
転
も
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。
出
力
は
１
Ｍ
Ｗ

で
、
発
電
さ
れ
た
電
力
は
市
内

の
変
電
所
に
送
ら
れ
、
市
内
で

利
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
田
市
は
、
長
期
的
な
目
標

や
計
画
の
下
で
、
地
元
の
事
業

者
や
様
々
な
団
体
と
協
働
で
先

進
的
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

榛
東
村
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多

い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

日　

時　

10
月
24
日
（
水
）

研
修
先　

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー

演　

題　

住
民
自
治
の
向
上
と

　
　
　
　

議
会
改
革
（
住
民
自

　
　
　
　

治
の
根
幹
と
し
て
の

　
　
　
　

議
会
）
を
創
造
す
る

講　

師　

山
梨
学
院
大
学
法
学

　
　
　
　

部

教　

授　

江
藤
敏
明
氏　

　

町
村
議
会
は
い
ま
大
変
な
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
消
極
的

な
面
で
は
、
議
員
定
数
の
削
減

や
、
議
員
報
酬
に
対
す
る
批
判

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
町
村
議
員

は
住
民
の
代
表
と
し
て
の
プ
ラ

イ
ド
を
持
た
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。　

　

こ
こ
何
年
間
の
間
で
、
町
村

議
会
の
特
徴
を
だ
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
議
会
基
本
条
例
や

通
念
議
会
の
開
催
の
あ
り
方
な

ど
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

演
題　

想
定
を
超
え
る
災
害
に

　
　
　

ど
う
備
え
る
か

　
　

―
東
日
本
大
震
災
か
ら
学

　
　
　

ぶ
、
群
馬
県
の
災
害
特

　
　
　

性
と
対
策
―

講
師　

群
馬
大
学
大
学
院
教
授

　
　
　

片
田
敏
孝
氏

　

日
本
の
沿
岸
は
過
去
幾
度
と

な
く
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
い
つ

か
必
ず
来
る
、
し
か
し
、
津
波
警

報
が
出
て
も
避
難
し
な
い
の
が

常
態
化
し
て
い
た
こ
と
が
、
災

害
を
大
き
く
し
て
い
た
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県
の
災

害
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
火

山
活
動
や
県
北
部
で
は
深
層
崩

壊
の
危
険
性
が
高
い
ゲ
リ
ラ
豪

雨
、巨
大
台
風
の
増
加
で
洪
水
、

土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
は
今
後
ま

す
ま
す
増
大
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。恵
み
豊
か
は
災
い
豊
か
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い

う
、
子
供
た
ち
に
は
防
災
教
育

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

日　

時　

11
月
15
日
（
木
）

研
修
先　

千
葉
県
香
取
郡
多
古

町
（
議
会
広
報
特
別

委
員
会
）

　

人
口
も
世
帯
数
も
榛
東
村
よ

り
少
し
多
い
、
多
古
町
の
議
会

だ
よ
り
を
目
に
し
、
強
烈
な
パ

ン
チ
を
く
ら
っ
た
よ
う
な
衝
撃

読
み
や
す
い
広
報
誌
の
た
め
に

議
会
改
革
を
美
浜
町
か
ら
学
ぶ

環
境
モ
デ
ル
都
市
飯
田
市
へ

群
馬
県
町
村
議
会

議
員
研
修
会


